
 

 

 

 

 

 師も走るほど忙しいと言われる「師走」となりました。今年は能登半島地震という悲しい１年の始まりとな

り、記録的な円安、初の南海トラフ地震臨時情報、夏の平均気温過去最高タイ、相次ぐ闇バイト強盗など残念

なニュースがある一方で、パリ五輪での海外最多メダル４５個や大谷翔平選手のメジャーリーグ初の「５０－

５０」のように、スポーツ面でうれしい出来事もありました。各ご家庭でも様々な話題があったことと思いま

す。今年の漢字は「金」に決定しました。この１年を振り返り、一家団欒でお話をしていただき、よい年をお

迎えください。 

 

 

 １２月３日(火)に生徒会役員選挙が行われ 

ました。会長１名、副会長２名を決める選挙 

となりました。２年生から１１名の立候補者 

が自分の公約を掲げ、校門に立ち、登校して 

くる生徒にあいさつをしたり、学活の時間に 

各クラスをまわって演説したりと、よりよい 

岩国中学校にするために精一杯活動を繰り広 

げました。立会演説会では、応援演説の後に自分の公約を熱く語りました。選挙をすれば必ず結果が出ます。

しかし、結果に関わらず立候補した事実は必ず候補者の心を大きく成長させてくれることでしょう。そして選

ばれた生徒はもちろん、全校生徒が力を合わせて、温かい岩国中学校を創りあげてくれることを期待します。 

 

 

 

１２月５日(木)に岩国西ロータリークラブ主催の「がん予防 

教育と音楽公演」が本校体育館で開催されました。 

第１部では医師による「がん予防教育」が行われました。死 

亡原因の３人に１人が「がん」であるという現状をふまえ、が 

ん予防について詳しく学ぶ機会となりました。生徒はもちろん 

ですが、教職員や講演会に参加されたロータリークラブのメン 

バーの方が自分事として捉えて、熱心に聞いていました。 

第２部は「音楽公演」でした。かつて日本フィルハーモニー 

に入団し、活躍されていた石井啓一郎さんと奥様の石井啓子さ 

んによるヴァイオリンとピアノの演奏でした。生徒が聞いたことのある曲から、昔懐かしいものまで、様々な

曲を鑑賞しました。先日お亡くなりになった谷川俊太郎さんが作詞した「死んだ男の残したものは」の演奏も

ありました。一流の音に触れ、生徒は感性を高めることができました。 

 

 

 

小中一貫教育目標 志高く、たくましく生き抜く「いわくにっ子」の育成 
学校教育目標   ふるさとに誇りをもち、未来を拓く『力と心』を身につけ、共によりよく生きようとする生徒の育成 

岩中だより 
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２年生が岩国中学校のお隣、岩国工業高校を訪れて授業を体験する「岩国工業学科出前授業」が１２月１８

日（水）に行われました。岩国工業の生徒が講師となり、２年生に熱心に授業を行ってくれました。機械科、

電気科、都市工学科、システム化学科が多くの興味深い実習を計画・実施してくれたおかげで、生徒達は実り

ある学びを得ることができました。工業高校で学ぶことができる内容の見学・体験を通して、工業の魅力や高

校卒業後の進学、就職といった、進路について深く考えることのできる１日となりました。 

 

 

 

 

  

 

 

岩国きんたいきょうネット（学校運営協議会委員、自治会 

会長等地域住民、ＰＴＡ関係者、小学校校長・教頭）の皆様 

を中学校にお迎えして、今年度 2回目の熟議を行いました。 

熟議とは「多くの当事者が「熟慮」と「議論」によって問 

題の解決を目指す対話のこと。様々な立場の関係者が一つの 

テーブルにつくことで、新しいアイディアや考え方がうまれ 

ます。」と定義されています。 

 今回は「学力向上をめざして、学校生活・家庭生活を見直 

そう」をテーマに、１，２年生学習委員がイニシアティヴを 

とりながら、活発な熟議が展開されました。参加された方か 

らは「中学生の考えを聞くことができる貴重な機会であった。」、生徒からは「大人と意見を交わすことで、

自信がついた。」といった感想が聞かれました。 

  

 

 

 

 

 

 １２月２６日（木）～２７日（金）は学校閉庁日となっております。また

翌日から年末年始休日となりますので、令和７年１月５日（日）まで、学

校へのお問い合わせ対応や諸証明書の発行業務を行うことができま

せん。各種証明書等、お急ぎのご用件等がある場合は、早めのご連

絡をお願いいたします。 

 ※通常業務時間は平日８：05～1６：35となっています。 


